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【 

平
成
27
年
度
第
3
回
考
古
学
講
座
】 

「
建
物
か
ら
み
た
古
墳
時
代
か
ら
古
代
の
讃
岐
」

　
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、遺
跡
に
関
す
る

調
査
・
研
究
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
成
果
な
ど
を
報
告
・

発
表
す
る
考
古
学
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
講
座
で
は
、香
川
県
内
の
古
墳
時
代
か
ら
古
代
の

掘
立
柱
建
物
に
着
目
し
て
そ
の
変
遷
や
機
能
、集
落
間
で
の

構
成
の
違
い
を
探
り
つ
つ
、そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。　

　

   

日
　
時
：
平
成
27
年
12
月
12
日（
土
）　

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時

　
場
　
所
：
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

講
習
室
　
　

　
聴
講
料
：
無
料

　
講
　
師
：
竹
内
　
裕
貴
　

　
　
　
　
　
　（
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
技
師
）

　
定
　
員
：
30
名(

申
込
み
先
着
順)

申込先

香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

TEL

：0877-48-2191

　E-m
ail

：m
aibun@

pref.kagaw
a.lg.jp

詳
し
く
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

下
川
津
遺
跡
　
掘
立
柱
建
物
跡

高松東道路
国道11号

川
日
春

県
道
43
号
線

サンメッセ香川

高松林
郵便局

古川橋
バス停

香川県立
図書館

高松中央 ICマクドナルド

辻クリニック
林幼稚園

アイコー
印刷

長池中央公園

六条下所遺跡

【 

発
掘
体
験
講
座 

】

｢

発
掘
し
て
み
よ
う｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
高
松
市
六
条
町
の
六
条
下
所
遺
跡
で
発
掘
体
験
を
行

い
ま
す
。香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
い

っ
し
ょ
に
発
掘
調
査
を
体
験
し
な
が
ら
遺
跡
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。ナ
マ
の
遺
跡
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　 

日
　 

時
：
平
成
27
年
11
月
28
日（
土
）　

                 

午
後
1
時
〜
3
時(

少
雨
決
行)

　 

場
　 

所
：
六
条
下
所
遺
跡
発
掘
調
査
現
場

                 (

高
松
市
六
条
町)

　
　

      

◆
募
集
人
数
：
10
名(

申
込
み
先
着
順)

　

　
　
◆
参
加
資
格
：
小
学
校
5
・
6
年
生
と
中
学
生

　
　
◆
参 

加  

料
：
3
6
0
円(

保
険
代)

　

　
　
◆
申
込
方
法
：
11
月
13
日(

金)

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
メ
ー
ル
の
場
合
は
　
お
名
前(

ふ
り
が
な)

・
ご
住
所
・

　
　
　
　
　
　
年
齢
・
性
別
・
学
年
・
連
絡
先
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

内間遺跡（東かがわ市町田）
うちまいせき『古代の灌漑施設　出水跡』

■発掘現場から
かんがいかんがい で す いで す い

第１回

ー　

四
国
最
古
の
絵
画
と
土
器(

上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
出
土)

が

　
　

 

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
第
１
展
示
室
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す　

ー

に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。
現
在
で
も
高
松
市

南
部
や
、
善
通
寺
市
域
と
い
っ
た
県
内
各
地
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
日
で
は
石
垣
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
護
岸
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
で
す
が
、
内
間

遺
跡
の
も
の
は
素
掘
り
で
、
一
部
に
木
材
を
横
置
き

に
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
こ
の
木
材
は
、
意
図
し
て

置
か
れ
て
お
り
、
出
水
の
管
理
の
た
め
の
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
内
間
遺
跡
で
は
古
代
か

ら
中
世
の
さ
ま
ざ
ま
な
灌
漑
施
設
が
見
つ
か
っ
て
お

り
、
10
月
3
日
に
行
わ
れ
た
現
地
説
明
会
で
は
、
参

加
者
か
ら
古
代
か
ら
中
世
の
開
発
の
歴
史
に
つ
い
て

活
発
な
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
は
一
月
ま
で
続
き
ま
す
が
、
こ
の
地
域

に
お
け
る
水
資
源
の
獲
得
と
利
用
の
形
態
に
つ
い
て
、

明
ら
か
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

東
か
が
わ
市
の
内
間
遺
跡
で
は
、
７
月
か
ら
発
掘

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
遺
跡
で
は
主
に
弥
生

時
代
〜
江
戸
時
代
の
遺
物
・
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建
物
、
飛
鳥

時
代
か
ら
奈
良
時
代
の
大
型
溝
、
平
安
時
代
の
出
水

跡
、
鎌
倉
時
代
の
池
状
遺
構
、
江
戸
時
代
の
大
型
掘

立
柱
建
物
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

水
路
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
も
見
つ

か
っ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
水

路
の
上
流
に
あ
た
る
部
分
に
出
水
跡
と
考
え
ら
れ
る

長
径
4.8
ｍ
、
短
径
4
ｍ
、
深
さ
0.8
ｍ
の
土
坑
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
埋
土
か
ら
は
、
木
製
の
漆
器
や
和
泉

型
瓦
器
椀
、
土
師
器
の
杯
・
皿
な
ど
の
土
器
が
出
土

し
、
平
安
時
代
（
12
世
紀
）
に
埋
ま
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
出
水
の
最
も
深
い
部
分
で
は
、
直
径

0.4
ｍ
ほ
ど
の
曲
物
が
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
埋
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
付
近
は
谷
筋
に
当
た
る
部
分
で
、

現
在
も
地
下
か
ら
の
湧
水
が
豊
富
で
す
。

　

出
水
は
、
香
川
県
で
多
く
見
ら
れ
る
湧
水
を
灌
漑

▲ 奈良時代の大型溝

▲ 出水跡と溝

▲ 出水跡にすえられた曲げ物
現地から取り上げられ、整
理用コンテナに水漬けされ
て保存されています。

　

第
１
回　

四
国
地
区
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

発
掘
へ
ん
ろ
展　

四
国
の
黎
明　

が
９
月
30
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
展
示
は
四
国
の
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
５
団
体
が
合
同
で
発
掘
調

査
に
よ
る
出
土
品
の
巡
回
展
を
開
催
し
、
四
国

の
遺
跡
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
今
年
度
か
ら

４
ヵ
年
で
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
展
示
は
「
四

国
の
黎
明
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
四
国
各
県
で
出

土
し
た
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
の
石
器
・

土
器
を
紹
介
し
、
道
具
の
製
作
技
術
、
材
料
、

生
業
な
ど
の
変
化
を
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
展
示
品
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る

も
の
に
上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
の
土
器
・
石
偶
が
あ

り
ま
す
。
同
遺
跡
は
愛
媛
県
久
万
高
原
町
に
あ

り
、
四
国
を
代
表
す
る
縄
文
遺
跡
で
、
国
指
定

史
跡
で
す
。
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
細
い
粘
土
紐

を
貼
り
つ
け
た
隆
起
線
文
土
器
は
四
国
最
古
の

土
器
で
、
1
3
、
0
0
0
年
前
の
も
の
で
す
。

    
ま
た
、
女
性
を
描
い
た
石
も
出
土
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
長
さ
４
cm
余
り
の
扁
平
な
川
原
石

（ 

結
晶
片
岩 
な
ど
）
の
表
面
に
硬
い
も
の
で
線

を
刻
み
、
絵
を
描
い
た
も
の
で
、
石
偶
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
で
は
13
点
出

土
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
２
点
が
今
回

の
展
示
に
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
偶
は

上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
も
呼
ば
れ

て
お
り
、
四
国
で
最
古
の
絵
画
で
す
。

四国最古の絵画　―上黒岩岩陰遺跡 ( 愛媛県 )―

▲ 四国最古の土器
　　( 上黒岩岩陰遺跡 )

り
ゅ
う
き
せ
ん
も
ん

か
み
く
ろ
い
わ
い
わ
か
げ

く

ま
こ
う
げ
ん せ

き
ぐ
う

上半には左右に4～5本づつ縦線を描
き、髪の表現があります。下半には鋸歯
文が2本平行に描かれています。
乳房の表現はありません。裏面の下部に
は×印があり、肛門を表しています。

上半に髪、乳房の表現があります。下半
は最大幅の2本の横線を描いたあと縦
線は18本描いています。裏面の下部には
×印があり、肛門を表しています。

久万高原町所蔵

久万高原町所蔵


